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緑豊かな沿道（真嘉比） 

小禄金城の住宅 

小禄金城の緑道 
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イメージモンタージュ（新都心地区） 

道路沿いの緑化や外壁の色彩を抑えることだけでも、印象が変わる通りの表情 
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沖縄県立博物館・美術館前歩道 

緑深く、憩いの場となっている新都心公園 
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■エリア区分 

国道58号沿道や市役所・県庁周辺～壺川一帯は、

県随一の業務施設の景観が展開しています。それらの

個性ある景観をひとつのエリアとして区分します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．国道 58 号沿道エリア 

国道58 号沿道エリア 

＝国道 58 号沿道：安謝交差点～明治橋 

■骨格的景観要素図における位置図 
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都心住居-2 

エリア 

大規模整備-1 
エリア 

流通・業務-1 

エリア 

都心住居-1 
エリア 

大規模整備-4 
エリア 

商業・観光エリア 

沿岸エリア 

壺屋重点地区 

住居-3 

エリア 

国道 58 号沿道 
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＜景観整備の目標＞ 

・県都としての端正な風格づくりと共に、中心業務地としての活気や賑わいのある顔づくりを目指し 
ます。 

 

＜全体方針＞ 

①県都さらには中心市街地・業務地の顔となるような、「風格とシンボル性」をそなえたメインス

トリートの景観形成を図ります。 

②拠点業務地として、街並みの連続性に配慮した、歩いて気持ちの良い景観形成を図ります。 

③都市河川空間との一体化によって確保される、オープンスペースを活かした水・緑豊かな街並み

景観の形成を図ります。 

 

＜個別方針＞ 

①可能な限りポケットパークなど、道を歩く人々のオアシスともなる空間の確保に努めます。 

②後退空地などにおいては、風格のある緑を街路樹と一体的に植栽することなどで豊かな緑景観の

形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルコニーを緑化している建物

（国道 58 号沿道） 

久茂地のポケットパーク 


